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　　伊豆市教育委員会からのお知らせ　「学校再編成は今」　　号外
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　日頃より伊豆市における学校教育へのご理解ご協力ありがとうございます。さて、伊豆市教育委員会では、子供たちがよりよい学びができることをめざして、学校再編成計画を進めております。中伊豆地区は、平成23年度に新小学校を開校することをめざしています。

中伊豆地区新小学校名･･決定！

12月に実施した伊豆市内から募集した102件37種類の校名を、準備委員会にて「中伊豆小」「伊豆小」の２つに絞り込み、さらに、今回の教育委員会議にて１つに決定しました。どちらも地名を表す名前ですが、50年余親しんできた「中伊豆」という名前を残すのか、伊豆を代表すような「伊豆」とするかで論議が交わされました。「大見３村」が中伊豆町になったこと、八岳中、八幡中、白岩中が中伊豆中に統合したこと、中伊豆という町名が、広く中伊豆地区を指すためにわかりにくかったことなどについてもさかのぼって審議いたしました。その結果、次のように決定いたしました。

新校名　伊豆市立中伊豆小学校
	選　　定　　理　　由

	・大東小、八岳小、大見小の３校が仲良く一つになれる名前として、中伊豆地区唯一の小学校の名前として、スタートするのにふさわしい校名である。

・「中伊豆」として50年余りが経過し、多くの人から親しまれ支持された名まえである。

	
	大東
	八岳
	八幡
	白岩

	昭和31～32年
	154
	　477
	375　
	305

	昭和36-37年
	162
	413　
	339
	281

	昭和42-43年
	120
	273
	209　
	131　

	昭和47-49年
	75　
	194
	大見小　309

	昭和56-57年
	75　
	163
	430

	平成4-5年
	57
	170
	325　

	平成１6年
	42
	97
	322　

	平成22年
	45
	73
	252　

	平成23年
	中伊豆小　３７３名


平成６年発行の「中伊豆町誌」から、右表のような児童数の推移がわかりました。昭和33年、中伊豆町となって狩野台風を乗り越え発展しながらも、次第に少子化となっていく様子が伺えます。はじめは、上・中・下大見の色合いが強かった意識も、次第に「中伊豆」というひとつのふるさとになっていったように思います。「やっぱり中伊豆小だよね」と思う気持ちの中に、50年間の歴史の重さを感じさせられました。
※このお便りは、子どもたちを通じて保護者にお渡しするとともに、伊豆市ホームページにて公開しております。また市民の皆様には「広報いず」を通じてお知らせすることでご理解していただけるよう努めております。また、より多くの方々にできるだけ早くお伝えするために、新聞等報道機関に掲載していただくことがありますのでご了解ください。



児童数の推移














